


『作業台や椅子は適切な高さに調節すること。具体的には、立位、椅座位に関わらず、
　作業台の 高さは肘の曲げ角度がおよそ 90 度になる高さとすること。
　また、椅子座面の高さは、足裏全体が 着く高さとすること。』
(厚生労働省「職場における腰痛予防対策指針」2.作業管理- (2)作業姿勢・動作- (ハ)項目より抜粋)

腰痛となる要因は左記のような項目があげられます。
また、こちらの作業姿勢についても厚生労働省の「職場における腰痛予防対策指針」より
下記のような指針がでております。

適切な高さに調整する動きをスムーズに実現できるのが、レベラーシリーズです。

腰痛になりやすい作業ってどういう動き？

厚生労働省労働基準局より
「職場における
　腰痛予防対策指針」
が平成25年6月18日付けにて
　　　　　配信されました。

(厚生労働省HPより以下抜粋)
職場での腰痛は休業４日以上の職業性疾病のうち６割を占める労働災害となっています。
厚生労働省は、平成６年９月に「職場における腰痛予防対策指針」を示し、
主に重量物を取り扱う事業場などに対して、啓発や指導を行ってきましたが、近年は
高齢者介護などの社会福祉施設での腰痛発生件数が大幅に増加している状況にあります。
このような状況を受け、適用対象を福祉・医療分野等における介護・看護作業全般に
広げるとともに、腰に負担の少ない介護介助法などを加えて改訂を行いました。
厚生労働省では、改訂指針を都道府県労働局、関係団体、関係行政機関などに通知し、
職場における腰痛予防対策を推進していきます。

腰痛における社会の動き

スプリング式の運搬機器、それがレベラーです。

この単純な構造が
一定の高さでの作業を実現

レベラーってなに？

用途に合わせたレベラーラインナップ

>レベラー 特徴
バネ構造で操作不要
重みで自然と昇降する
ため常に腰高に

【昇降方法】
上昇＞重りを外す

下降＞重りを載せる

バネ

移載作業に
腰痛対策

・屈まず腰痛予防
・スピーディな移載で時短
・電気を使用しないのでローコスト

腰痛になりやすい作業をサポート





作業高さに合わせて使用が可能に

こ
こまで低く

最高高さ30cm差

1.レベラー機能に台車を合わせた利便性
　棚から棚への荷物の移動にも最適

2.工具なしで無段階調整できる最大荷重
　幅広い荷重の荷物に対応可能

ダンディレベラー スライドレベラー


